
はじまりは、いつも小さな実感です。

自分自身が確かに感じたことを、誇張なく、確かめたままに言葉にします。その誠実さが、

人から人へと信頼を運んでいきます。

ここにあるすべては、一人ひとりの歩みを支えるためにあります。気負わず、軽やかに、

楽しみながら⸺EMARGENが信じる価値は、そうしてめぐり続けます。



このたびは、EMARGEN株式会社にご関心をお寄せいただき、誠にありがとうございます。

私はこれまで二十年あまり、美容と健康の現場で、お客様一人ひとりの変化に対面で向き合ってきました。そこで確信したの

は、人の心が本当に動くのは、誰かの言葉ではなく、自分自身が心から納得できたときだ、ということです。やがてお客様の関

心は、外側の美しさから、細胞や遺伝子そのものへと深まっていきました。その価値をより多くの方へ⸺しかしながら、サロン

には、お届けできる数に限りがあります。その思いが、EMARGEN設立の出発点になりました。

構想を重ねるなかで出会ったのが、四十年にわたる研究から生まれた原料「水溶性核酸」でした。これを基軸に、主力製品

「Dual Code Vital Nuclea」は生まれました。「目覚めよ、遺伝子。」⸺その願いを、一本のスティックに込めています。

私たちが何より大切にするのは、「会員のみなさまが主役である」ということ。事業の価値は、一人ひとりが築いた信頼の連な

りが、きちんと報われてはじめて生まれると信じています。誇大な言葉ではなく、自らの実感と、誠実な言葉を、人から人へ。皆

様お一人おひとりの「はじまり」に、私たちも誠実に寄り添ってまいります。どうぞ末永く、お力添えを賜りますよう、お願い申し

上げます。

誰の中にも、まだ気づかれていない可能性が眠っている。

それは、からだのことだけではありません。生き方、価値観、日々の心の動き⸺一人ひとりの「その人らしさ」そのものが、

目を覚ますときを待っています。

EMARGENが成すのは、あなた自身が気づき、自分で確かめていく、その小さなきっかけを、そっと添えることです。

自分で確かめ、納得したことは、誇張のない言葉になって、人から人へと伝わっていきます。その誠実な連なりが、また次の誰

かの気づきになる。

それが、EMARGENという会社のはじまりです。



EMARGENのシンボルに刻まれているのは、生命の最

小単位にある「対話」の姿です。

37兆個の細胞のそれぞれに、2種類のDNAが棲んでい

ます。核の中でタンパク質の設計図を守る核DNAと、ミ

トコンドリアの中でエネルギー産生の鍵を握るミトコンド

リアDNA。この二者は独立しているようで、実は常に呼

応している⸺互いに信号を送り合い、その絶え間ない

協調のなかで「生きている」がかたちづくられています。

シンボルを構成する2本の流線は、この2種のDNAの対

話そのものです。交わり、離 れ 、また交わる。どちらが上

でどちらが下かは定まらない。それは、生命の根源に上

下も主従もないことの表明でもあります。

シンボルが映すのは、その対話がよどみなく流れている

姿⸺伸びやかな律動です。何かを逆転させるのでも、

押しとどめるのでもない。ただ、本来の流れへ。EMAR-

GENという社名に込めたのは、その静かな願いです。

シンボルの左端から右端へと流 れる有機的な動勢は、

流れ出した時間を一筆で捕らえたもの。止まっていたも

のが動き出す。眠っていたものが現れる⸺

それはまさに “emerge” の瞬間であり、ブランド名その

ものの視覚化です。

造形に直線がないのは、遺伝子が「設計図」であると同

時に「揺らぎ」であるからです。DNAは固定された青写

真ではありません。環境に応じて読まれる場所 が変わ

り、発現するタンパク質 が変わり、細胞の振る舞 いが変

わる。うねり、分岐し、合流し、再びうねる⸺その有機的

な律動こそが、細胞が「生きている」ことの証であり、遺

伝子とは書かれた文字ではなく、読み上げられている

声に近いのです。

そしてこのシンボルは、「完成形」を持ちません。見る角

度によって、波にも、炎にも、息吹にも見える。その未分

化の多義性こそが、EMARGENが信じる「遺伝子の可

能性」⸺まだ何にでもなれる、まだ目覚めていない潜

在力⸺の象徴として機能します。

二重の鼓動が呼応するとき、そこに「生きている」があり

ます。EMARGENのシンボルは、生命の根源で交わさ

れる対話の肖像であり、その絶え間ない流れへの、私た

ちのまなざしです。



納得を、はじまりに

借りものの言葉ではなく、自分が確かめ、心から納得したこと

を、人へ伝えていく。

語るのは、自分が納得できたことだけ。

誠実であること

心から納得したことを、誇張も省略もしない。その正直さが、信

頼の土台になる。

確かめたことを、確かめたままに。

一人ひとりが主役

私たちが届けるものはすべて、関わる方一人ひとりの歩みを支

えるためにある。

ここにあるすべては、一人ひとりの歩みのために。

遊び心を忘れない

健康を、真剣に考える。でも、楽しむ心こそが、続けていく力に

なることを忘れない。

気負わず、軽やかに、楽しみながら。
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